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1. 細番手の スパンヤ ーンに よる織物は，従来 のシー

ムパ ッカーに関する研究結果に もとづ き諸 条件を充 たし

て縫製してi>, 縫目収縮がいちじるしい。この要因を探

究し，対策を試みるため本研究に着手した。

2. 織糸の太さ4O'S,  8O/2S のポリエ ステル綿混の２

種の試布， セルロ ース系・合繊 系・蛋 白 系 の６種 の 縫

糸,   DAX  1 の ９番 の針表面加工を 異に する２種 の針を

用い，縫糸は,35%  R. H.の硫酸デ シケータ ー中に48hrs

放 置した もの と， 標準状態 のものとを比較 しながらDB

型 ミシンにより，試布をタテ方向に２枚重ねにして縫製

し， 縫目の収縮度を洗たく後の場合をも 加 え て 検 討 し

た。

3. スパンヤーンに よる織物の縫目の収縮度は，

(1) 織糸の構造・ヨリ数に よる影響が大であ る。

(２) 針の表面加工，すなわち， クロ ーム版金 され た

ものと，テフロンコ ーテ ィングの もの とでは，

後者が大であ る。

(３) 縫糸の 素材・表面 の毛 羽の多少・ 構造 などが密

接な関係を もつ。

(4) 低湿度下放 置により，各 種の縫糸 は，一 様に増

大し， 標準 状態との間に高度 の有意差を示す。

以上(1) ～(4) の項 目以 外に， 織物の仕上げ によるぬ

めり感が要因として 加えられる。


